
 

静止摩擦 & 重
_

か 摩擦 小 箱が 斜面下方 にすべり 出さない ためには 、

とか

m が どの よう な 条件 を 満たしていれば いいか
.

D 図 の ように 質量M の 箱を
、

固定した

斜面 に 置き
.

糸を とりつけた
。 糸 の 先には と 同様に

、

箱が 上方 に すべり出さない ため の

滑車を 通して
、

荷台 を とりつけ 、
そこに質量 mの各件 を 武は

、

m の おもり を 乗せた 。
斜面の 自 は 0 、

斜面 と
、 箱 の 静止摩擦係数 を ド する。
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D 固定した 斜面 (傾き も ) の 下部 から D 質量 m 。
物体 A の 上で質量 い の

斜面に 沿って Mo の速度で 質量n の 物体 B を 初速度でで打ち出し 、

すべら せた 。

物体を すべらせた 。 物体は ある所 まで のば
B に A、 上 を l だけ 動き 、

その後 A とともに

たあと
、 向きを 変え てべ ) 下り た 。 運動した 。 Aいるの 動摩擦術に は

下りてきた とき の 速度 は ? するとき
、 l は いくら か ?

ただし 、
物体 と斜面 の動摩擦癥を

その とき の速度は ?
ドとする
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.es
、 密度が 不均一な パイプを 支点 a ば 図

cnn.io
自然長 の ように 支える 。

a.be 外から 内 へ 向かっ て

図 の ように 壁 と 質量 m の 物体 を ばね定数に 同じ力で ゆっくり 押して いく と
、 先に b が 中心 へ

向かっ て 動いて
、

水で の 位置 で 止まった
。
その

ばねで つないだ
。 自然長の 位置を )に0 " '

があとに aが動き出し 、
ついにの 位置 で 炷

)に 1 まで ばねを ひっぱり 離すと も働いたが
っ
た

。 静止 摩擦係数 及び 動摩擦係数を

>についで向き を 反転し 、 ドル で 静止 した 。

µだ と する とき 、

以下の 問い に 答えよ。

ただし 物体と知 動摩擦係数 を ド とする (1 ) ※ x
. .
x.

で 表せ
、

(l) k 、 と )に は ?

に 静止摩擦係数 が 満たすべき条件は? い 恥 の派 をかぶ表せ 。


